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	尼崎市社会福祉協議会 中央支部
	中央ほっときません便り
	第34号
	中央地区高齢者等見守り安心事業研修会で住まいの支援を学ぶ
	　令和８年２月４日(水)に中央南生涯学習プラザで「中央地区高齢者等見守り安心事業研修会」を開催しました。 尼崎市福祉局 南部保健福祉センター 南部福祉相談支援課から「住まいの支援が必要な高齢者世帯について」をテーマにご説明いただきました。 　令和７年４月から施行された住まい支援の事業を含め、特に生活困窮者に係る自立相談支援機関として「しごと・くらしサポートセンター」の仕事を中心にお話いただきました。 　中央地区の見守り安心委員会等から４８名の方が参加され、高齢者の相談事例のお話では、中央地区で見守り活動をしている参加者にとっても身近な事例が紹介され、どのように支援機関が対応されているかを理解できる機会となりました。また、改めて支援の難しさを知り、住民同士の関わりが大切であることが実感できた研修となりました。　
	　　　　　　　　　　　　　　令和８年３月３日(火)に中央北生涯学習プラザにおいて、社協理事・ 　　　　　　　　　　　　　福祉協会会長・民生児童委員・協力委員を対象に合同研修会を実施し、 　　　　　　　　　　　　　１６７名の方が参加されました。今回は、映画『大きな家』(2024年公 　　　　　　　　　　　　　開）を上映。親と離れて児童養護施設で暮らす子どもたちの日々の生活 　　　　　　　　　　　　　や施設を出たあとの暮らしの中で、戸惑いながらも確かに成長していく  　　　　　　　　　　　　  子どもたちの姿を描く映画です。 　　　　　　　　　　　　　　参加者から「『一緒に暮らしてはいるが家族ではない。血がつながっ 　　　　　　　　　　　　　ていない』と言う何人かの子どもたちの声が切実であった」や「子どもたちが強く生きていけるようになればいいね」等、子どもたちの将来を心配する声を多く聞きました。　　　

	社協･民協合同研修会で 映画 『大きな家』 を上映
	福祉協会に加入しましょう！
	　若い方も、高齢な方も、子どもたちも、それぞれの世代みんなが、心から笑って暮らせる地域づくりのはじめの一歩は、福祉協会の加入からです。ご加入のお声掛けを引き続きお願いいたします。
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